
令
和
２
年
度
文
京
区
中
学
生
俳
句
大
会 

特
選
・
入
選
作
品
発
表 

 

特
選
【 
佐
怒
賀 

正
美 

選 

】 

真
冬
の
海
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
と
私 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

馬
渡 

美
央 

冬
凪
や
夢
追
う
我
は
こ
わ
れ
か
け 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

髙
野 

梨
花 

鳥
渡
る
コ
ン
テ
ナ
待
ち
の
線
路
わ
き 
東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

藤
本 

逸
太 

両
親
の
呼
び
名
変
え
な
い
秋
日
和 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

井
上 

大
暉 

い
わ
し
雲
擦
り
傷
し
み
る
鬼
ご
っ
こ 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 
 

磯
貝 

春
佳 

 

特
選
【 

松
澤 

雅
世 

選 

】 

息
白
し
都
会
の
空
に
消
え
て
ゆ
く 

 

第
一
中
学
校 

 
 

 

ク
ロ
ス
リ
ー 

真
優 

秋
寒
や
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
な
大
通
り 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

篠
原 

優
太 

冬
の
朝
中
和
し
て
い
る
海
と
空 

 
 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

浦
澤 

淳
生 

白
い
足
跡
残
し
た
の
は
兎
か
風
か 

 

第
九
中
学
校 

 
 

 
 

 

小
出 

奈
菜 

空
走
る
血
管
の
ご
と
枯
木
立 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
中
学
校 

中
口 

ひ
よ
り 

 



入
選
【 

佐
怒
賀 

正
美 

選 

】 

秋
う
ら
ら
糸
が
ほ
つ
れ
た
パ
ス
ケ
ー
ス 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

工
藤 

如
意 

寒
晴
や
み
え
は
り
す
ぎ
た
持
久
走 

 
 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

鈴
木 

菜
摘 

富
士
山
も
雪
の
こ
た
つ
に
入
っ
て
る 

 

第
九
中
学
校 

 
 

 
 

長
谷
川 

光 

雪
の
中
意
気
揚
々
と
駆
け
て
い
く 

 
 

第
一
中
学
校 

 
 

 
 

黒
木 

佑
真 

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
感
じ
る
気
配
渡
り
鳥 

 
 

第
一
中
学
校 

 
 

 
 

門
田 

憲
資 

冷
や
か
な
音
な
き
夜
の
に
お
い
か
な 

 

第
九
中
学
校 

 
 

 
 

水
落 

雅
香
琴 

こ
た
つ
か
ら
手
伸
ば
す
先
の
コ
ン
セ
ン
ト 

 
 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 
山
口 

実
夏 

凍
て
星
や
音
漏
れ
イ
ヤ
ホ
ン
帰
り
道 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

森 

杏
菜
々 

マ
フ
ラ
ー
を
ぎ
ゅ
っ
と
結
ん
で
歩
く
朝 

第
一
中
学
校 

 
 

 
 

小
林 

美
海 

W
ith

コ
ロ
ナ
小
春
日
和
の
運
動
会 

 
 

第
九
中
学
校 

 
 

 
 

上
田 

遼
太
郎 

   



入
選
【 

松
澤 

雅
世 

選 

】 

毎
日
が
も
み
じ
の
よ
う
に
散
っ
て
い
く 

 
 

 

第
九
中
学
校 

 

黄 

嘉
慧 

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
音
は
子
守
歌 

 
 

 
 

 

第
九
中
学
校 

 

福
田 

英
輝 

冷
や
か
な
音
な
き
夜
の
に
お
い
か
な 

 
 

 
 

第
九
中
学
校 

 

水
落 

雅
香
琴 

雪
の
よ
う
参
考
書
が
積
も
り
ゆ
く 

 
 

 
 

 

第
九
中
学
校 

 

松
岡 

佑
奈 

秋
風
を
乗
り
こ
な
し
て
る
風
車 

 
 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 

石
塚 

玖
真 

う
っ
と
う
し
い
母
の
小
言
と
秋
湿
り 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 
 

岩
瀬 

雄
暉 

い
わ
し
雲
色
と
り
ど
り
の
自
由
帳 

 

東
洋
大
学
京
北
中
学
校 

 
宇
佐
美 

光
祐 

う
ろ
こ
雲
未
知
の
世
界
へ
続
く
架
け
橋 

文
京
学
院
大
学
女
子
中
学
校 

池
田 
萌
愛 

静
け
さ
や
木
々
が
さ
さ
や
く
秋
の
音 

文
京
学
院
大
学
女
子
中
学
校 

 

松
本 

結
衣 

    



 

【 

佐
怒
賀 
正
美 

総
評 

】 

俳
句
で
は
読
者
に
「
新
鮮
な
感
動
」
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は
、
季
節
を

十
分
に
感
じ
な
が
ら
、
常
識
的
で
は
な
い
感
動
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
中
学
生
に
な

る
と
、
教
養
も
知
恵
も
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
た
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
は
じ
め
、
情
報
が
あ

ふ
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
ず
に
、
自
分
の
五
感
と
心
で
て
い
ね
い

に
物
を
観
察
し
感
じ
取
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
る
と
い
い

で
す
ね
。
ま
た
来
年
の
ご
応
募
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 



 

【 

松
澤 
雅
世 

総
評 

】 

特
一
位
、
都
会
の
風
土
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
様
を
申
し
分
な
く
捉
え
た
佳
品
。
特

二
位
、
こ
の
御
作
も
都
会
の
風
景
。
秋
寒
の
中
で
往
き
交
う
人
を
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
と
描

写
し
た
佳
作
。
特
三
位
、
「
中
和
」
の
一
語
が
実
に
巧
み
で
、
海
と
空
の
置
き
方
が
見

事
。
特
四
位
、
雪
上
に
残
っ
た
の
は
何
の
足
跡
か
と
問
い
か
け
る
。「
兎
か
風
か
」
の
殊

に
風
に
思
い
入
れ
た
効
果
が
大
き
い
。
特
五
位
、
す
っ
か
り
と
枯
れ
た
枝
を
「
血
管
の

ご
と
」
と
し
た
詩
眼
の
持
ち
主
。
応
募
作
品
の
数
と
秀
れ
た
作
品
の
多
さ
に
、
心
が
弾

み
ま
し
た
。 


